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資
料二

〇
一
八(

平
成
三
〇)

年
度

提
要

■〔
題
意
〕

往
相
回
向
と
還
相
回
向
の
二
種
回
向
に
つ
い
て
、
往
相
と
還
相
の
区
別
を
明
確
に
し
、
信
心
獲
得
の
一
念

に
往
相
・
還
相
が
回
向
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

〔
出
拠
〕

『
教
行
信
証
』「
教
文
類
」

〔
釈
名
〕

「
往
」
「
還
」
「
分
斉
」

〔
義
相
〕

一
、
往
相
の
本
義

①
難
思
議
往
生

②
即
得
往
生

③
回
向

二
、
還
相
の
本
義

三
、
往
還
の
境
目

四
、
現
生
往
生
と
信
後
還
相
の
異
義

二
〇
〇
三(

平
成
一
五)

年
度

提
要

■一
、
往
還
分
斉

〔
題
意
〕

真
宗
教
義
の
骨
組
み
を
形
づ
く
る
往
相
回
向
と
還
相
回
向
の
二
種
回
向
に
つ
い
て
、
往
相
と
還
相
の
位

置
づ
け
の
区
別
を
明
確
に
し
て
、
両
者
の
位
置
づ
け
の
混
乱
か
ら
生
じ
る
誤
っ
た
見
解
に
お
ち
い
ら
な
い

よ
う
注
意
を
う
な
が
す
。

〔
出
拠
〕

『
本
典
』「
教
文
類
」
真
宗
大
綱
の
文

そ
の
他
、
論
議
に
あ
た
っ
て
文
証
等
に
用
い
る
文
は
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
出
す
こ
と
。

〔
釈
名
〕

｢

往｣
｢

還｣
｢

分
斉｣

｢

往
還
分
斉｣

〔
義
相
〕

①
往
相
の
意
義

②
現
生
往
生
の
諸
説

③
現
生
往
生
説
の
当
否

④
還
相
の
意
義

⑤
信
後
還
相
の
諸
説

⑥
信
後
還
相
説
の
可
否
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二
〇
〇
三(

平
成
一
五)

年
度

判
決

■〔
題
意
〕

会
読
論
題
提
要
に
示
す
ご
と
く
で
あ
る
が
、
要
を
と
っ
て
い
え
ば
、
往
相
と
還
相
の
位
置
づ
け
の
区
別
を

明
確
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

〔
出
拠
〕

『
本
典
』「
教
文
類
」
真
宗
大
綱
の
文
に

謹
案
浄
土
真
宗
、
有
二
種
回
向
。
一
者
往
相
、
二
者
還
相
。

つ
つ
し
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な

り
。

と
あ
る
。

〔
釈
名
〕

「
往
」
と
は
往
相
す
な
わ
ち
往
生
浄
土
の
相
、
「
還
」
と
は
還
相
す
な
わ
ち
還
来
穢
国
の
相
、
「
分
斉
」

と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
の
範
囲
、
す
な
わ
ち
位
置
づ
け
を
意
味
す
る
。
ま
と
め
て
言
え
ば
、「
往
還
分
斉
」

と
は
、
真
宗
教
義
に
お
け
る
往
相
（
往
生
浄
土
の
相
）
・
還
相
（
還
来
穢
国
の
相
）
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
の

範
囲
、
ま
た
そ
の
位
置
づ
け
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

〔
義
相
〕

往
相
す
な
わ
ち
往
生
浄
土
の
意
義
は
、
無
有
出
縁
の
凡
夫
が
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
真
実
報

土
に
往
生
し
無
上
涅
槃
の
極
果
を
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
聖
道
門
の
此
土
入
聖
に
別
し
た
彼
土
得
証
の
往

生
浄
土
門
で
あ
る
か
ら
、
此
土
の
生
・
彼
土
の
生
の
区
別
は
明
確
で
あ
り
、
此
土
の
生
の
終
わ
り
が
彼
土

の
生
の
始
ま
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
信
心
生
活
や
正
定
聚
の
自
覚
道
を
往
生
と
位
置
づ
け
、
現
生
に
お
い
て
往
生
を
語
り
、
当

来
の
往
生
を
否
定
す
る
説
が
存
在
す
る
。
宗
祖
は
『
一
念
多
念
証
文
』
や
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
、

本
願
成
就
文
の
「
即
得
往
生
」
を
信
一
念
即
時
の
入
正
定
聚
と
解
釈
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
一
方
、
宗
祖
が

命
終
時
に
お
い
て
往
生
を
語
ら
れ
る
文
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
就
中
十
月
六
日
付
真
仏
宛
・
二
月
廿
五
日

付
浄
信
宛
の
ご
消
息
に
は
、
信
一
念
即
時
の
現
生
の
利
益
で
あ
る
入
正
定
聚
・
諸
仏
護
念
を
往
生
已
前
の

利
益
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
宗
祖
に
お
い
て
は
当
来
の
往
生
こ
そ
が
本
義
で
あ
る
こ
と
は
明

確
で
あ
る
。
ま
た
、
此
土
入
聖
の
聖
道
門
と
別
し
た
彼
土
得
証
の
法
門
で
あ
る
浄
土
門
に
お
い
て
は
、
此

土
・
彼
土
の
峻
別
こ
そ
が
生
命
線
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

還
相
す
な
わ
ち
還
来
穢
国
の
意
義
は
、
本
願
力
に
よ
っ
て
得
証
す
る
無
上
涅
槃
に
本
来
具
せ
ら
れ
て
い

る
悲
用
で
あ
る
。

こ
の
還
相
の
利
益
に
つ
い
て
も
現
生
で
語
る
説
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
現
生
は
往
生
成
仏
へ
の
道
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と
い
う
自
利
、
当
来
は
往
生
後
の
衆
生
教
化
と
い
う
利
他
と
の
区
別
は
自
利
即
利
他
・
利
他
即
自
利
と
い

う
大
乗
菩
薩
道
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
浄
土
真
宗
が
大
乗
の
至
極
で
あ
る
以
上
自
利
の
往
相
に

お
い
て
そ
の
ま
ま
利
他
の
還
相
を
語
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
還
相
と
は

「
証
文
類
」
還
相
回
向
釈
に
引
用
さ
れ
る
『
浄
土
論
』・
『
往
生
論
註
』
に
は
「
遊
戯
神
通
至
教
化
地
（
神

通
に
遊
戯
し
て
教
化
地
に
至
る
）
」
・
「
得
奢
摩
他
毘
婆
舎
那
方
便
力
成
就
（
奢
摩
他
・
毘
婆
舎
那
・
方
便

力
成
就
す
る
こ
と
を
得
て
）
」
と
あ
る
よ
う
に
高
度
の
救
済
能
力
の
発
揮
で
あ
り
、
「
浄
土
和
讃
」
に
は

「
釈
迦
牟
尼
仏
の
ご
と
く
に
て

利
益
衆
生
は
き
は
も
な
し
」
と
釈
尊
と
同
等
の
利
他
活
動
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
利
他
活
動
は
凡
夫
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
現
生
に
還
相
を
語
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

往
生
浄
土
の
相
で
あ
る
「
往
相
」
に
お
い
て
、
往
生
と
は
命
終
即
時
の
事
態
で
あ
り
、
還
来
穢
国
の
相

で
あ
る
「
還
相
」
と
は
往
生
即
成
仏
の
証
果
に
と
も
な
う
自
在
の
救
済
活
動
を
い
う
。
両
者
の
位
置
づ
け

を
明
確
に
し
て
、
宗
祖
教
義
に
於
い
て
は
現
生
の
往
生
や
信
後
の
還
相
が
成
り
立
ち
え
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
お
く
。
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会
読
案

〔
題
意
〕

■
浄
土
真
宗
の
綱
格
で
あ
る
二
回
向
四
法
の
は
た
ら
き
を
窺
い
、
現
生
往
生
・
信
後
還
相
に
簡
ぶ
。

〔
出
拠
〕

■『
教
文
類
』
（
二
、
九
）

謹

按

浄
土
真
宗

、
有

二
種

回
向

。
一
者
往
相
、
二
者
還
相

。
就

往
相

回
向

有

デ

ズ
ル
ニ

二

ヲ一

リ二

ノ

一

ナ
リ

テ二

ノ

ニ一

リ二

真
実

教
行
信
証

。

ノ

一

類
文

□『
略
典
』（
二
、
二
六
二
）

然

本
願
力

回
向

有

二
種

相

。
一
者
往
相
、
二
者
還
相

。

ル
ニ

ノ

ニ

リ二

ノ

一

ナ
リ

『
一
念
多
念
文
意
』

（
二
、
六
六
二
）

「
即
得
往
生
」
と
い
ふ
は
、
「
即
」
は
す
な
は
ち
と
い
ふ
、
と
き
を
へ
ず
、
日
を
も
へ
だ
て
ぬ

な
り
。
ま
た
「
即
」
は
つ
く
と
い
ふ
、
そ
の
位
に
定
ま
り
つ
く
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
「
得
」

は
う
べ
き
こ
と
を
え
た
り
と
い
ふ
。
真
実
信
心
を
う
れ
ば
、
す
な
は
ち
無
碍
光
仏
の
御
こ
こ
ろ

の
う
ち
に

摂
取

し
て
捨
て
た
ま
は
ざ
る
な
り
。
摂
は
を
さ
め
た
ま
ふ
、
取
は
む
か
へ

オ
サ
メ
ト
リ
タ
マ
フ
ト
ナ
リ

と
る
と
申
す
な
り
。
を
さ
め
と
り
た
ま
ふ
と
き
、
す
な
は
ち
、
と
き
・
日
を
も
へ
だ
て
ず
、

正
定
聚

の
位
に
つ
き
定
ま
る
を
「
往
生
を
得
」
と
は
の
た
ま
へ
る
な
り
。

ワ
ウ
ジ
ヤ
ウ
ス
ベ
キ
ミ
ト
サ
ダ
マ
ル
ナ
リ

『
論
註
』
起
観
生
信
章

回
向
門
（
一
、
四
九
二
）

云
何
が
回
向
す
る
。
一
切
苦
悩
の
衆
生

を
捨
て
ず
し
て
、
心
に
つ
ね
に
願
を
作

し
、
回
向
を
首
と
な
す
。
大
悲
心
を
成

就
す
る
こ
と
を
得
ん
と
す
る
が
故
な

り
。

回
向
に
二
種
の
相
あ
り
。
一
に
は
往
相
、
二
に

は
還
相
な
り
。
往
相
と
は
、
お
の
が
功
徳
を
も
つ

て
一
切
衆
生
に
回
施
し
て
、
共
に
彼
の
阿
弥
陀
如

来
の
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
作
願
す
る
な
り
。

還
相
と
は
、
か
の
土
に
生
じ
を
は
り
て
、
奢
摩
他

・
毘
婆
舎
那
を
得
、
方
便
力
成
就
す
れ
ば
、
生
死

の
稠
林
に
回
入
し
て
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
と

も
に
仏
道
に
向
か
ふ
な
り
。
も
し
は
往
、
も
し
は

還
、
み
な
衆
生
を
抜
き
て
生
死
海
を
渡
せ
ん
が
た

め
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
「
回
向
を
首
と
な
す
。
大

悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
ん
と
す
る
が
ゆ
ゑ
な

り
」
と
い
へ
り
。

『
信
文
類
』

欲
生
釈

引
文
（
二
、
八
八
）

〈
い
か
ん
が
回
向
し
た
ま
へ
る
。
一
切
苦
悩
の
衆

生
を
捨
て
ず
し
て
、
心
に
つ
ね
に
作
願
す
ら
く
、

回
向
を
首
と
し
て
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得

た
ま
へ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
の
た
ま
へ
り
。

回
向
に
二
種
の
相
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ

に
は
還
相
な
り
。
往
相
と
は
、
お
の
れ
が
功
徳
を

も
つ
て
一
切
衆
生
に
回
施
し
た
ま
ひ
て
、
作
願
し

て
と
も
に
か
の
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往
生

せ
し
め
た
ま
ふ
な
り
。

還
相
と
は
、
か
の
土
に
生
じ
を
は
り
て
、
奢
摩
他

毘
婆
舎
那
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を
得
て
、
生
死

の
稠
林
に
回
入
し
て
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
と

も
に
仏
道
に
向
ら
し
め
た
ま
ふ
な
り
。
も
し
は
往
、

も
し
は
還
、
み
な
衆
生
を
抜
い
て
生
死
海
を
渡
せ

ん
が
た
め
に
し
た
ま
へ
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
〈
回
向

為
首
得
成
就
大
悲
心
故
〉
と
の
た
ま
へ
り
。
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〔
釈
名
〕

■Ｑ

「
往
還
分
斉
」
の
字
義
如
何
。

Ａ

（
諸
橋
大
漢
和
辞
典

抜
粋
）

「
往
」

①
ゆ
く

め
ざ
し
て
ゆ
く

筅

（
文
字
鏡&

M
072386;

）

い
た
る

往
は
至
也

お
と
づ
れ
る

訪
問

さ
る

去

に
げ
る

亡
去

死
ぬ

②
み
ち
の
り

行
程

③
む
か
し

既
往

④
の
ち

後

⑤
い
た
す
。
や
る
。
つ
か
は
す
。

物
を
以
て
人
に
致
す

等

「
還
」

①
か
へ
る

た
ち
か
へ
る
。
も
ど
る
。

復

ふ
り
か
へ
る

顧

し
り
ぞ
く

退

帰
路
に
つ
く
。
ふ
る
す
に
か
へ
る

等「
還
来
」
か
へ
り
来
る
。

〔
楚
辞
、
天
問
〕
何
往
営

班
禄

。
不

但
還
来

。

二

一

二

一

「
分
」

①
わ
か
つ
。
わ
け
る
。

た
ち
わ
け
る

分
別

二
つ
に
す
る

分
半

と
く
。
は
な
す
。

分
解

へ
だ
て
る

分
隔

あ
た
へ
る

施

く
ば
る

賦

あ
き
ら
か
に
す
る

分
判

②
わ
か
れ
るふ

た
つ
に
な
る

分
半

ち
る
、
ば
ら
ば
ら
に
な
る

分
散

さ
け
る

分
裂

は
な
れ
る

分
離

③
ち
が
ひ

区
別
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等「
分
際
」
①
け
ぢ
め
。
分
限
。
分
直
。
②
身
の
程
。
身
分
。

「
斉
」

①
そ
ろ
ふ
②
ひ
と
し
い
③
お
な
じ
④
と
と
の
ふ
⑤
そ
な
は
る
⑥
ひ
と
し
く
⑦
正
し
い
⑧
な
か
⑨

つ
ら
ね
る

⑩
わ
か
つ

わ
か
れ
る

〔
易
、
繋
辞
上
〕
斉
、
猶

言

弁
也

レ

レ

⑪
か
ぎ
る
。
か
ぎ
り
。
ほ
ど
あ
ひ
。

制
限

等

Ｑ

「
往
」
と
は
何
を
指
す
か
。

Ａ

「
往
相
」。
往
生
浄
土
の
相
状
。
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
ゆ
き
う
ま
れ
る
す
が
た
。

Ｑ

往
生
浄
土
と
は
如
何
。

Ａ

『
大
経
』
成
就
文

「
諸
有
衆
生
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
至
心
廻
向
即
得
往
生
住
不
退
転
」

『
観
経
』
上
上
品
（
一
、
九
二
）

「
上
品
上
生
者
、
若
有
衆
生
願
生
彼
国
者
、
発
三
種
心
即
便
往
生
」

『
法
華
経
』
第
六
薬
王
品
（
Ｔ
９
、
５
４
ｃ
）

T0262_.09.0054c01:

於
此
命
終
。
即
往
安

T0262_.09.0054c02:

樂
世
界
阿
彌
陀
佛
大
菩
薩
衆
圍
繞
住
處
。
生
蓮

T0262_.09.0054c03:

華
中
寶
座
之
上
。

「
此
に
於
て
命
終
せ
ば
、
即
ち
安
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
大
菩
薩
衆
に
囲
繞
せ
ら
れ
て
た
ま
ふ

住
処
に
往
き
て
、
蓮
華
の
中
の
宝
座
の
上
に
生
ず
。」

『
往
生
要
集
義
記
』
（
良
忠
。
浄
土
宗
全
書
一
五
、
一
五
八
）

J15_0158B24:

●
往
生
者
捨
此
往
彼
生
池
蓮
華

J15_0158B25:

中
言
通
於
諸
受
生
然
諸
敎
所
勸
偏
在
極
樂
故
以
總

J15_0158B26:

言
而
屬
別
名

「
往
生
と
は
此
を
捨
て
て
彼
に
往
き
、
蓮
華
の
中
に
生
ず
。
言
は
諸
の
受
生
に
通
ず
れ
ど
も
、

然
か
も
諸
教
に
勧
む
る
所
は
偏
に
極
楽
に
在
り
。
故
に
総
言
を
以
て
而
も
別
名
に
属
す
。」

『
銘
文
』（
二
、
六
〇
八
）

「
必
得
超
絶
去
往
生
安
養
国
」
を
釈
し
て

「
超
」
は
こ
え
て
と
い
ふ
。
「
絶
」
は
た
ち
す
て
は
な
る
と
い
ふ
。
「
去
」
は
す
つ
と
い
ふ
、

ゆ
く
と
い
ふ
、
さ
る
と
い
ふ
な
り
。
娑
婆
世
界
を
た
ち
す
て
て
流
転
生
死
を
こ
え
は
な
れ
て
ゆ

き
さ
る
と
い
ふ
な
り
。
安
養
浄
土
に
往
生
を
う
べ
し
と
な
り
。

Ｑ

往
生
浄
土
の
「
相
状
」
と
は
如
何
。

Ａ

教
行
信
証
。

【
参
考
】

『
往
生
要
集
（
大
綱
）
』（
真
聖
全
四
、
三
九
三
）

〔往還分斉〕ノート 2018/06/12



- 7 -

【
参
考
】
望
月
仏
教
大
辞
典
「
往
生
」
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Ｑ

「
還
」
と
は
何
か

Ａ

「
還
相
」
。「
還
来
穢
国
の
相
状
」
と
「
従
果
還
因
の
相
状
」
の
二
義
が
あ
る
。

Ｑ

二
義
を
説
明
せ
よ
。

Ａ

「
還
来
穢
国
の
相
状
」
は
、
浄
土
に
往
生
し
た
も
の
が
、
大
悲
を
お
こ
し
て
、
生
死
の
穢
国
に
還
り

き
た
っ
て
、
衆
生
を
救
済
す
る
す
が
た
。

「
従
果
還
因
の
相
状
」
は
、
往
生
即
成
仏
と
仏
果
を
究
竟
し
た
も
の
が
、
菩
薩
と
し
て
の
因
相
、
即
ち

五
功
徳
門
を
示
現
し
て
、
自
利
利
他
し
て
い
く
姿

Ｑ

「
還
来
穢
国
」
の
語
の
文
証
如
何
。

Ａ

『
法
事
讃
』
転
経
分

（
一
、
八
三
二
）
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誓
ひ
て
弥
陀
の
安
養
界
に
到
り
、
穢
国
に
還
来
し
て
人
天
を
度
せ
ん
。
願
は
く
は
わ
が
慈
悲
際

限
な
く
し
て
、
長
時
長
劫
に
慈
恩
を
報
ぜ
ん
。

Ｑ

浄
土
に
往
生
し
た
も
の
が
還
来
穢
国
す
る
相
状
如
何

Ａ

「
還
来
穢
国
」
の
相
状
は
、
菩
薩
が
智
慧
を
完
成
し
て
、
生
死
を
離
れ
つ
つ
、
大
悲
を
以
て
の
故
に
、

生
死
界
に
回
入
し
て
、
衆
生
を
救
い
、
共
に
仏
道
に
向
わ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ

文
証
如
何

Ａ

『
論
註
』
起
観
生
信

回
向
門
（
一
、
四
九
三
）

「
還
相
」
と
は
、
彼
の
土
に
生
じ
已
り
て
、
奢
摩
他
・
毘
婆
舎
那
を
得
、
方
便
力
成
就
す
れ
ば
、

生
死
の
稠
林
に
回
入
し
て
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
共
に
仏
道
に
向
か
ふ
な
り
。
も
し
は
往
、

も
し
は
還
、
み
な
衆
生
を
抜
き
て
生
死
海
を
渡
せ
ん
が
た
め
な
り
。

Ｑ

な
ぜ
「
従
果
還
因
の
相
状
」
を
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ

宗
祖
義
で
は
、
浄
土
の
菩
薩
は
従
因
向
果
の
行
者
で
は
無
く
、
ひ
と
た
び
仏
果
を
極
め
滅
度
に
至
っ

た
者
が
、
再
び
因
果
の
相
を
現
し
て
、
五
果
門
を
修
す
る
菩
薩
の
相
を
現
し
た
も
の
と
み
る
。
還
来
穢
国

の
す
が
た
だ
け
で
な
く
、
浄
土
で
自
利
の
行
を
修
し
て
い
る
す
が
た
も
含
め
て
還
相
の
菩
薩
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
菩
薩
は
従
果
還
因
の
菩
薩
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

詳
し
く
は
義
相
に
譲
る
。

Ｑ

聖
教
に
お
け
る
「
分
斉
」
の
語
例
如
何
。

Ａ

『
観
経
』
水
想
観
（
一
、
八
二
）

瑠
璃
地
の
上
に
黄
金
の
縄
を
も
つ
て
雑
廁
間
錯
し
、
七
宝
を
も
つ
て
界
ひ
て
分
斉
分

さ
か

明
な
り
。

『
観
経
疏
』
玄
義
分
（
一
、
六
五
六
）

第
七
に
韋
提
の
、
仏
の
正
説
を
聞
き
て
益
を
得
る
分
斉
を
料
簡
す
。

『
同
』
同
（
一
、
六
七
八
）

同
右

『
同
』
玄
義
分
（
一
、
七
一
〇
）

「
阿
弥
陀
仏
不
遠
」
と
い
ふ
は
、
ま
さ
し
く
境
を
標
し
て
も
つ
て
心
を
住
む
る
こ
と

を
明
か
す
。
す
な
は
ち
そ
の
三
あ
り
。
一
に
は
分
斉
遠
か
ら
ず
。
こ
れ
よ
り
十
万
億

の
刹
を
超
過
し
て
、
す
な
は
ち
こ
れ
弥
陀
の
国
な
る
こ
と
を
明
か
す
。

『
同
』
定
善
義

水
観
（
一
、
七
二
八
）

三
に
「
瑠
璃
地
上
」
よ
り
下
「
分
斉
分
明
」
に
至
る
こ
の
か
た
は

『
同
』
定
善
義

勢
至
観
（
一
、
七
五
四
）

総
じ
て
分
斉
を
結
す
る
こ
と
を
明
か
す
。

『
同
』
散
善
義
中
下
品
（
一
、
七
八
二
）

臨
終
に
仏
法
に
遇
逢
ふ
時
節
の
分
斉
を
明
か
す
。

『
化
身
土
文
類
』
外
経
釈

起
信
論
引
文
（
一
、
二
四
二
）

あ
る
い
は
ま
た
人
を
し
て
食
に
分
斉
な
か
ら
し
む
。

（
斉
の
左
訓

キ
ワ
）

Ｑ

「
往
還
分
斉
」
の
釈
名
如
何
。
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Ａ

往
生
浄
土
の
相
状
と
還
来
穢
国
・
従
果
還
因
の
相
状
の
区
別
を
明
確
に
す
る
。

ﾒ
ﾓ

従
果
還
因
の
菩
薩

普
賢
の
徳

（
平
成15

年
判
決
）

「
往
」
と
は
往
相
す
な
わ
ち
往
生
浄
土
の
相
、
「
還
」
と
は
還
相
す
な
わ
ち
還
来
穢
国
の
相
、
「
分
斉
」

と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
の
範
囲
、
す
な
わ
ち
位
置
づ
け
を
意
味
す
る
。
ま
と
め
て
言
え
ば
、「
往
還
分
斉
」

と
は
、
真
宗
教
義
に
お
け
る
往
相
（
往
生
浄
土
の
相
）
・
還
相
（
還
来
穢
国
の
相
）
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
の

範
囲
、
ま
た
そ
の
位
置
づ
け
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

〔
義
相
〕

■

一
、
往
相
の
本
義

□

①
の
１

難
思
議
往
生
（語
義
）

Ｑ

出
拠
『
教
文
類
』
に
言
わ
れ
る
「
往
相
」
は
ど
ん
な
往
生
か
。

Ａ

方
便
に
簡
ん
で
真
実
報
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
を
難
思
議
往
生
と
い
う
。

Ｑ

難
思
議
往
生
の
典
拠
を
挙
げ
よ
。

Ａ『
行
文
類
』
偈
前
の
文
（
二
、
五
九
）

【101

】

お
ほ
よ
そ
誓
願
に
つ
い
て
真
実
の
行
信
あ
り
、
ま
た
方
便
の
行
信
あ
り
。

そ
の
真
実
の
行
の
願
は
、
諸
仏
称
名
の
願
な
り
。

そ
の
真
実
の
信
の
願
は
、
至
心
信
楽
の
願
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
選
択
本
願
の
行
信
な
り
。

そ
の
機
は
す
な
は
ち
一
切
善
悪
大
小
凡
愚
な
り
。

往
生
は
す
な
は
ち
難
思
議
往
生
な
り
。

仏
土
は
す
な
は
ち
報
仏
・
報
土
な
り
。

こ
れ
す
な
は
ち
誓
願
不
可
思
議
一
実
真
如
海
な
り
。
『
大
無
量
寿
経
』
の
宗
致
、
他
力
真
宗
の

正
意
な
り
。

『
証
文
類
』
標
挙
（
二
、
一
三
二
）

必
至
滅
度
之
願

難
思
議
往
生

『
真
仏
土
巻
』
真
仮
対
弁
（
二
、
一
八
〇
）

往
生
と
い
ふ
は
、『
大
経
』
（
上
）
に
は
「
皆
受
自
然
虚
無
之
身
無
極
之
体
」
と
の
た
ま
へ
り
。

｛
以
上
｝
『
論
』（
浄
土
論
）
に
は
「
如
来
浄
華
衆
正
覚
華
化
生
」
と
い
へ
り
。

ま
た
「
同
一
念
仏
無
別
道
故
」（
論
註
・
下
）
と
い
へ
り
。
｛
以
上
｝

ま
た
「
難
思
議
往
生
」
（
法
事
讃
・
上
）
と
い
へ
る
こ
れ
な
り
。

『
愚
禿
鈔
』
三
経
宗
致
（
二
、
二
八
五
）
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『
法
事
讃
』
に
三
往
生
あ
り
。

一
に
は
、
難
思
議
往
生
は
、
［
『
大
経
』
の
宗
な
り
。］

二
に
は
、
双
樹
林
下
往
生
は
、［
『
観
経
』
の
宗
な
り
。
］

三
に
は
、
難
思
往
生
は
、［
『
弥
陀
経
』
の
宗
な
り
。］

『
三
経
往
生
文
類
』
大
経
往
生

Ｑ

難
思
議
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

Ａ

分
別
思
議
で
思
度
で
き
な
い
。
心
と
言
葉
が
及
ば
な
い
。

『
六
要
鈔
』
（
真
聖
全
二
、
三
二
〇
）

問
う
。
此
の
往
生
を
嘆
じ
て
難
思
議
と
云
う
。
其
の
意
如
何
。

答
う
。
仏
を
不
可
思
議
光
仏
と
号
す
。
彼
の
誓
願
に
帰
し
て
往
生
を
得
る
が
故
に
、
往
生
の
徳

を
指
し
て
難
思
議
と
云
う
。
是
則
ち
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
無
有
出
離
之
下
機
、
偏
に
仏
力
に
由

て
報
法
高
妙
の
浄
土
に
入
る
こ
と
を
得
。
更
に
凡
心
之
思
度
す
る
所
に
非
ず
、
口
言
之
及
ぶ
べ

き
所
に
非
ず
。
是
の
故
に
嘆
じ
て
難
思
議
と
言
う
也
。

Ｑ

難
思
議
往
生
の
因
果
は
？

Ａ

因

名
号
領
受
の
信
。

果

利
他
円
満
の
妙
位
、
無
上
涅
槃
の
極
果
（
二
、
一
三
三
）

Ｑ

ど
こ
が
難
思
議
な
の
か
。

Ａ

因
果
と
も
に
難
思
議
。

Ｑ

名
号
領
受
の
信
心
が
難
思
議
な
る
理
証
如
何
。

Ａ

真
如
の
徳
た
る
名
号
を
信
受
し
て
い
る
か
ら
。

Ｑ

名
号
が
真
如
で
あ
る
と
い
う
文
証
如
何
。

Ａ

『
行
文
類
』
大
行
出
体
（
二
、
一
五
）

真
如
一
実
功
徳
宝
海

Ｑ

利
他
円
満
の
妙
位
、
無
上
涅
槃
の
極
果
が
難
思
議
な
る
理
証
如
何
。

Ａ

真
如
の
故
に
。

Ｑ

文
証
如
何
。

Ａ

『
証
文
類
』
必
至
滅
度
の
転
釈
（
二
、
一
三
三
）

必
ず
滅
度
に
至
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
常
楽
な
り
。

常
楽
は
す
な
は
ち
こ
れ
畢
竟
寂
滅
な
り
。

寂
滅
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
涅
槃
な
り
。

無
上
涅
槃
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
為
法
身
な
り
。

無
為
法
身
は
す
な
は
ち
こ
れ
実
相
な
り
。

実
相
は
す
な
は
ち
こ
れ
法
性
な
り
。

法
性
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
如
な
り
。

真
如
は
す
な
は
ち
こ
れ
一
如
な
り
。

Ｑ

誰
に
と
っ
て
難
思
議
な
の
か
。

Ａ

因
人
。
十
地
の
菩
薩
と
雖
も
難
思
議
。

『
玄
義
分
』（
一
、
六
五
七
）

ま
た
仏
の
密
意
弘
深
な
り
、
教
門
暁
め
が
た
し
。
三
賢
・
十
聖
も
測
り
て

鏑

ふ
と
こ
ろ
に
あ

う
か
が

ら
ず
。
い
は
ん
や
わ
れ
信
外
の
軽
毛
な
り
、
あ
へ
て
旨
趣
を
知
ら
ん
や
。
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※

三
賢
（
十
信
・
十
行
・
十
廻
向
）
・
十
聖
（
十
地
）

Ｑ

思
議
で
き
る
往
生
が
あ
る
の
か
。

Ａ

そ
れ
を
化
身
土
文
類
に
明
か
し
て
あ
る
。（
二
、
一
八
二
）

［
無
量
寿
仏
観
経
之
意
］

至
心
発
願
之
願

｛
邪
定
聚
機

双
樹
林
下
往
生
｝

［
阿
弥
陀
経
之
意
也
］

至
心
回
向
の
願

｛
不
定
聚
機

難
思
往
生
｝

い
ま
こ
の
論
題
に
於
い
て
は
、
化
身
土
文
類
の
往
生
は
取
り
扱
わ
な
い
。

【
参
考
】
『
化
身
土
文
類
』
観
経
隠
顕
（
二
、
一
九
五
）

二
種
の
往
生
と
は
、
一
つ
に
は
即
往
生
、
二
つ
に
は
便
往
生
な
り
。

便
往
生
と
は
す
な
は
ち
こ
れ
胎
生
辺
地
、
双
樹
林
下
の
往
生
な
り
。

即
往
生
と
は
す
な
は
ち
こ
れ
報
土
化
生
な
り
。

①
の
２

難
思
議
往
生
（
の
相
状
）

Ｑ

難
思
議
往
生
し
た
ら
ど
ん
な
身
に
な
る
の
か
。

Ａ

「
利
他
円
満
の
妙
位
、
無
上
涅
槃
の
極
果
」（
『
証
文
類
』
二
、
一
三
三
）

「
自
然
虚
無
之
身
無
極
之
体
」「
如
来
浄
華
衆
正
覚
華
化
生
」（
『
真
仏
土
文
類
』
二
、
一
八
〇
）

Ｑ

文
意
如
何
。

Ａ

利
他
円
満
の
妙
位

利
他
を
完
成
す
る

無
上
涅
槃
の
極
果

自
利
を
完
成
す
る

自
然
虚
無
之
身
無
極
之
体

あ
ら
ゆ
る
相
・
か
た
ち
を
超
え
離
れ
た
覚
り
の
身

如
来
浄
華
衆
正
覚
華
化
生

阿
弥
陀
仏
と
同
じ
正
覚
を
さ
と
る

（
髙
田
慈
昭
和
上
『
往
生
意
義
』
昭
和55

年
専
精
舎
）

問
う

蓮
華
臺
上
に
化
生
す
る
と
云
う
の
は
い
か
な
る
事
か
。

答
え

迷
界
の
四
生
を
離
れ
て
仏
の
悟
り
の
世
界
に
生
ま
れ
て
成
仏
す
る
事
で
あ
る
。

問
う

蓮
華
臺
上
に
化
生
す
る
事
が
ど
う
し
て
成
仏
す
る
事
を
顕
わ
す
の
か
。

答
え

天
親
菩
薩
の『
浄
土
論
』
に「
如
来
浄
華
の
衆
正
覚
の
華
よ
り
化
生
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
浄
土
の
眷
屬
は
み
な
阿
弥
陀
如
来
の
正
覚
の
華
よ
り
化
生
す
る
と
云
わ
れ
て
あ
る
よ
う
に
、
悟

り
、
即
ち
成
仏
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

問
う

悟
り
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て「
化
生
」
と
云
う
言
葉
を
用
い
た
の
は
何
故
か
。

答
え

二
義
有
り
。
一
つ
に
は
実
有
の
生
に
対
し
て
云
う
の
で
あ
っ
て
生
即
無
生
の
生
な
る
事
を
顕

わ
す
為
で
あ
る
。
二
つ
に
は
仏
智
疑
惑
の
胎
生
に
対
し
て

本
願
を
信
受
す
る
者
に
は
、
往
生
と
同

時
に
仏
の
荘
厳
身
相
、
即
ち
大
涅
槃
の
果
相
が
頓
に
顕
れ
る
こ
と
を「
化
生
」
と
云
っ
た
の
で
あ
る
。
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Ｑ

生
ま
れ
た
ら
死
が
あ
る
の
か
。

Ａ

な
い
。
無
生
の
生
で
あ
っ
て
仮
に
生
と
名
づ
け
た
も
の
だ
。

『
論
註
』
上

願
生
問
答

（
一
、
四
五
四
）

問
ひ
て
い
は
く
、
大
乗
経
論
の
な
か
に
、
処
々
に
「
衆
生
は
畢
竟
無
生
に
し
て
虚

空
の
ご
と
し
」
と
説
け
り
。
い
か
ん
が
天
親
菩
薩
「
願
生
」
と
い
ふ
や
。

答
へ
て
い
は
く
、「
衆
生
は
無
生
に
し
て
虚
空
の
ご
と
し
」
と
説
く
に
二
種
あ
り
。

一
に
は
、
凡
夫
の
謂
ふ
と
こ
ろ
の
ご
と
き
実
の
衆
生
、
凡
夫
の
見
る
と
こ
ろ
の
ご
と

き
実
の
生
死
は
、
こ
の
所
見
の
事
、
畢
竟
じ
て
所
有
な
き
こ
と
、
亀
毛
の
ご
と
く
、

虚
空
の
ご
と
し
。

二
に
は
、
い
は
く
、
諸
法
は
因
縁
生
の
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
こ
れ
不
生
な
り
。
所
有
な

き
こ
と
虚
空
の
ご
と
し
。
天
親
菩
薩
の
願
ず
る
と
こ
ろ
の
生
は
、
こ
れ
因
縁
の
義
な

り
。
因
縁
の
義
の
ゆ
ゑ
に
仮
に
生
と
名
づ
く
。
凡
夫
の
、
実
の
衆
生
、
実
の
生
死
あ

り
と
謂
ふ
が
ご
と
き
に
は
あ
ら
ず
。

『
論
註
』
下

観
察
体
相
章

入
第
一
義
諦
（
一
、
五
〇
四
）

建
章
に
「
帰
命
無
礙
光
如
来
願
生
安
楽
国
」
と
い
へ
り
。
こ
の
な
か
に
疑
あ
り
。
疑

ひ
て
い
は
く
、
「
生
」
は
有
の
本
、
衆
累
の
元
た
り
。
生
を
棄
て
て
生
を
願
ず
、
生

な
ん
ぞ
尽
く
べ
き
と
。

こ
の
疑
を
釈
せ
ん
が
た
め
に
、
こ
の
ゆ
ゑ
に
か
の
浄
土
の
荘
厳
功
徳
成
就
を
観
ず
。

か
の
浄
土
は
こ
れ
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
本
願
の
無
生
の
生
な
り
。
三
有
虚
妄
の
生
の

ご
と
き
に
は
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
明
か
す
な
り
。
な
に
を
も
つ
て
こ
れ
を
い
ふ
と
な
ら

ば
、
そ
れ
法
性
は
清
浄
に
し
て
畢
竟
無
生
な
り
。
生
と
い
ふ
は
こ
れ
得
生
の
ひ
と
の

情
な
る
の
み
。
生
ま
こ
と
に
無
生
な
れ
ば
、
生
な
ん
ぞ
尽
く
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
。

Ｑ

難
思
議
往
生
は
い
つ
す
る
の
か
。

Ａ

臨
終
一
念
の
夕
べ
大
般
涅
槃
を
超
証
す
。（
二
、
一
〇
三
）
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②
即
得
往
生
（
い
つ
往
生
す
る
の
か
）

Ｑ

本
願
成
就
文
に
「
即
得
往
生
」
と
あ
る
。
現
益
か
当
益
か
。

Ａ

両
義
あ
り
。

当
益

即

異
時
即
。
時
は
別
で
あ
る
が
、
同
一
人
で
あ
る
。
体
が
一
つ
で
あ
る
。

往
生

「
若
不
生
者
」
の
成
就
。
難
思
議
往
生
。

住
不
退
転

彼
土
の
益
。
第
十
八
願
の
行
者
が
命
終
時
に
浄
土
に
往
生
し
て
、

不
退
転
の
位
に
住
す
る

現
益

即

同
時
即
。
信
一
念
の
受
法
と
得
益
が
同
時
。

【
参
考
】
『
大
智
度
論
』（
Ｔ
２
５
．
３
１
３
ｃ
）

T1509_.25.0313c25:

即
時
。
即
時
有
二
種
。
一
者
同
時
。
二
者
雖
久
更

T1509_.25.0313c26:

無
異
法
。

Ｑ

信
一
念
に
即
得
往
生
の
益
が
あ
る
。
即
得
往
生
と
は
何
か
。

Ａ

現
生
正
定
聚
。

Ｑ

文
証
如
何
。

Ａ

『
一
念
多
念
文
意
』
（
二
、
六
六
二
）

「
即
得
往
生
」
と
い
ふ
は
、
「
即
」
は
す
な
は
ち
と
い
ふ
、
と
き
を
へ
ず
、
日
を
も
へ
だ
て
ぬ

な
り
。
ま
た
「
即
」
は
つ
く
と
い
ふ
、
そ
の
位
に
定
ま
り
つ
く
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。

「
得
」
は
う
べ
き
こ
と
を
え
た
り
と
い
ふ
。
真
実
信
心
を
う
れ
ば
、
す
な
は
ち
無
碍
光
仏
の
御

こ
こ
ろ
の
う
ち
に

摂
取

し
て
捨
て
た
ま
は
ざ
る
な
り
。
摂
は
を
さ
め
た
ま
ふ
、
取
は

オ
サ
メ
ト
リ
タ
マ
フ
ト
ナ
リ

む
か
へ
と
る
と
申
す
な
り
。
を
さ
め
と
り
た
ま
ふ
と
き
、
す
な
は
ち
、
と
き
・
日
を
も
へ
だ
て

ず
、

正
定
聚

の
位
に
つ
き
定
ま
る
を
「
往
生
を
得
」
と
は
の
た
ま
へ
る
な
り
。

ワ
ウ
ジ
ヤ
ウ
ス
ベ
キ
ミ
ト
サ
ダ
マ
ル
ナ
リ

Ｑ

即
得
往
生
の
義
を
説
明
せ
よ
。

Ａ

即

即
時
に
即
位
す
る

得

う
べ
き
こ
と
を
え
た
り
。
往
生
す
べ
き
身
と
定
ま
る
。

Ｑ

こ
の
と
き
往
生
は
ど
う
い
う
往
生
か
。

Ａ

当
来
の
難
思
議
往
生
を
さ
す
。

Ｑ

「
即
得
」
を
現
生
で
往
因
定
ま
る
と
す
る
釈
例
如
何
。

Ａ

『
行
文
類
』
六
字
釈
（
二
、
三
六
）

必
得
往
生
と
い
ふ
は
、
不
退
の
位
に
至
る
こ
と
を
獲
る
こ
と
を
彰
す
な
り
。
『
経
』
（
大
経
）

に
は
「
即
得
」
と
い
へ
り
、
釈
（
易
行
品
）
に
は
「
必
定
」
と
い
へ
り
。
「
即
」
の
言
は
願
力

を
聞
く
に
よ
り
て
報
土
の
真
因
決
定
す
る
時
剋
の
極
促
を
光
闡
す
る
な
り
。「
必
」
の
言
は
［
審

な
り
、
然
な
り
、
分
極
な
り
、］
金
剛
心
成
就
の
貌
な
り
。

Ｑ

他
に
「
即
得
往
生
」
を
現
生
正
定
聚
と
す
る
文
証
あ
り
や
。
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Ａ

『
唯
信
鈔
文
意
』（
二
、
六
九
〇
）

「
即
得
往
生
」
は
、
信
心
を
う
れ
ば
す
な
は
ち
往
生
す
と
い
ふ
、
す
な
は
ち
往
生
す
と
い
ふ
は

不
退
転
に
住
す
る
を
い
ふ
、
不
退
転
に
住
す
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
正
定
聚
の
位
に
定
ま
る
と
の

た
ま
ふ
御
の
り
な
り
、
こ
れ
を
「
即
得
往
生
」
と
は
申
す
な
り
。「
即
」
は
す
な
は
ち
と
い
ふ
、

す
な
は
ち
と
い
ふ
は
と
き
を
へ
ず
日
を
へ
だ
て
ぬ
を
い
ふ
な
り
。

Ｑ

即
得
往
生
の
義
を
説
明
せ
よ
。

Ａ

即

即
時

即
得
往
生

不
退
転
に
住
す
る
を
い
ふ
。

メ
モ

上
の
信
心
と
下
の
利
益

「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
至
心
廻
向
願
生
彼
国
」「
即
」「
得
往
生
住
不
退
転
」

Ｑ

現
生
正
定
聚
を
裏
付
け
る
根
拠
如
何
。

Ａ

摂
取
不
捨
の
故
に
。

Ｑ

文
証
如
何
。

Ａ

『
一
念
多
念
文
意
』
（
六
六
三
）
『
唯
信
鈔
文
意
』
（
六
九
〇
）
。
『
銘
文
』
（
六
〇
五
）
。
『
ご
消
息
』

に
多
数
。

Ｑ

正
定
聚
を
誓
っ
た
願
は
第
何
願
か
。

Ａ

第
十
一
願
。
お
よ
び
そ
の
成
就
文
。（
証
文
類
よ
り
）

【2

】

必
至
滅
度
の
願
文
、
『
大
経
』
（
上
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら

ん
に
、
国
の
う
ち
の
人
・
天
、
定
聚
に
住
し
、
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
ら
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
」

と
。｛
以
上
｝

【4

】

願
（
第
十
一
願
）
成
就
の
文
、
『
経
』
（
大
経
・
下
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
そ
れ
衆
生

あ
り
て
、
か
の
国
に
生
る
れ
ば
、
み
な
こ
と
ご
と
く
正
定
の
聚
に
住
す
。
ゆ
ゑ
ん
は
い
か
ん
。

か
の
仏
国
の
う
ち
に
は
も
ろ
も
ろ
の
邪
聚
お
よ
び
不
定
聚
な
け
れ
ば
な
り
」
と
。

Ｑ

「
国
中
人
天
」
「
生
彼
国
者
」
の
人
が
正
定
聚
な
ら
ば
当
来
彼
土
と
い
う
べ
し
。

Ａ

宗
祖
は
正
定
聚
は
信
心
定
ま
る
現
生
で
い
う
。

Ｑ

宗
祖
が
そ
う
見
込
ま
れ
た
根
拠
如
何
。

Ａ

如
来
会
成
就
文

【6

】

ま
た
の
た
ま
は
く
（
如
来
会
・
下
）
、
「
か
の
国
の
衆
生
、
も
し
ま
さ
に
生
れ
ん
も
の
、
み
な
こ

と
ご
と
く
無
上
菩
提
を
究
竟
し
、
涅
槃
の
処
に
到
ら
し
め
ん
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。

も
し
邪
定
聚
お
よ
び
不
定
聚
は
、
か
の
因
を
建
立
せ
る
こ
と
を
了
知
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
が
ゆ
ゑ
な
り
」

と
。｛
以
上
抄
要
｝

Ｑ

文
意
如
何
。

Ａ

邪
定
聚
・
不
定
聚
が
浄
土
に
生
ま
れ
な
い
の
は

不
能
了
知
建
立
彼
因

だ
か
ら
。

反
顕
す
れ
ば

正
定
聚

が
浄
土
に
生
ま
れ
る
の
は

能
了
知
建
立
彼
因

だ
か
ら
。

「
能
了
知
建
立
彼
因
」
は
仏
願
の
生
起
本
末
を
聞
く
こ
と
だ
か
ら
現
生
。
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Ｑ

他
に
「
即
得
往
生
」
を
現
生
で
往
因
定
ま
る
と
す
る
釈
例
は
あ
る
か
。

Ａ

『
愚
禿
鈔
』（
二
、
二
八
八
）

信

受

本
願

前
念
命
終

。

［
「
即

入

正
定
聚
之
数

」
文
］

二

ス
ル
ハ

ヲ

ナ
リ

チ

ル二

ニ

即
得
往
生

後
念
即
生

。

［
「
即

時
入

必
定

」
文
］

ハ

な
り

ノ

ル二

ニ一

［
又
「
名

必
定

菩
薩

也
」
文
］

ク二

ノ

ト一

Ｑ

信
受
本
願
と
即
得
往
生
と
が
前
後
で
語
ら
れ
て
あ
る
の
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

Ａ

論
理
的
前
後
で
あ
っ
て
時
間
的
前
後
で
は
無
い
。
と
も
に
信
の
一
念
時
剋
の
極
促
な
の
で
時
間
の
前

後
は
立
た
な
い
。

Ｑ

で
は
論
理
的
前
後
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

Ａ

信
心
を
得
る
か
ら
正
定
聚
に
定
ま
る
。
信
を
得
る
こ
と
が
主
で
あ
る
。

Ｑ

逆
は
成
立
し
な
い
の
か
。

Ａ

し
な
い
。
正
定
聚
に
定
ま
る
か
ら
信
心
を
得
る
と
い
う
構
造
は
な
い
。

【
参
考
】
命
終
と
は

無
始
以
来
、
輪
転
六
道
の
妄
業
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
て
、
凡
夫
自
力
の
迷
心
の
命
が
終
わ
る

『
浄
土
真
要
鈔
』（
四
、
四
九
三
）

「
一
念
と
い
ふ
は
信
心
を
獲
得
す
る
時
節
の
極
促
を
顕
す
」（
信
巻
・
意
）
と
判
じ
た
ま
へ
り
。

し
か
れ
ば
す
な
は
ち
、
い
ま
い
ふ
と
こ
ろ
の
往
生
と
い
ふ
は
、
あ
な
が
ち
に
命
終
の
と
き
に
あ

ら
ず
、
無
始
以
来
、
輪
転
六
道
の
妄
業
、
一
念
南
無
阿
弥
陀
仏
と
帰
命
す
る
仏
智
無
生
の
名
願

力
に
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
て
、
涅
槃
畢
竟
の
真
因
は
じ
め
て
き
ざ
す
と
こ
ろ
を
さ
す
な
り
。
す
な
は
ち

こ
れ
を
「
即
得
往
生

住
不
退
転
」
と
説
き
あ
ら
は
さ
る
る
な
り
。
「
即
得
」
と
い
ふ
は
、
す

な
は
ち
う
と
な
り
。
す
な
は
ち
う
と
い
ふ
は
、
と
き
を
へ
だ
て
ず
日
を
へ
だ
て
ず
念
を
へ
だ
て

ざ
る
義
な
り
。
さ
れ
ば
一
念
帰
命
の
解
了
た
つ
と
き
、
往
生
や
が
て
定
ま
る
と
な
り
。
う
る
と

い
ふ
は
定
ま
る
こ
こ
ろ
な
り
。
こ
の
一
念
帰
命
の
信
心
は
凡
夫
自
力
の
迷
心
に
あ
ら
ず
、
如
来

清
浄
本
願
の
智
心
な
り
。
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③
の
１

回
向
（
論
註

能
回
向
の
主
体
、
所
回
向
の
法
）

Ｑ

『
論
註
』
の
回
向
の
文
を
挙
げ
よ
。

Ａ『
論
註
』
起
観
生
信
章

回
向
門
（
一
、
四
九
二
）

云
何
が
回
向
す
る
。
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
捨
て
ず
し
て
、
心
に
つ
ね
に
願
を
作
し
、

回
向
を
首
と
な
す
。
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
ん
と
す
る
が
故
な
り
。

「
回
向
」
に
二
種
の
相
あ
り
。
一
に
は
往
相
、
二
に
は
還
相
な
り
。

「
往
相
」
と
は
、
お
の
が
功
徳
を
も
つ
て
一
切
衆
生
に
回
施
し
て
、
共
に
彼
の
阿
弥
陀
如
来
の

安
楽
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
作
願
す
る
な
り
。

「
還
相
」
と
は
、
か
の
土
に
生
じ
を
は
り
て
、
奢
摩
他
・
毘
婆
舎
那
を
得
、
方
便
力
成
就
す
れ

ば
、
生
死
の
稠
林
に
回
入
し
て
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
と
も
に
仏
道
に
向
か
ふ
な
り
。
も
し

は
往
、
も
し
は
還
、
み
な
衆
生
を
抜
き
て
生
死
海
を
渡
せ
ん
が
た
め
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
「
回

向
を
首
と
な
す
。
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
ん
と
す
る
が
ゆ
ゑ
な
り
」
と
い
へ
り
。

Ｑ

回
向
は
誰
が
す
る
の
か
。

Ａ

浄
土
願
生
の
行
者
お
よ
び
浄
土
に
於
い
て
自
利
利
他
す
る
菩
薩
。

Ｑ

何
を
回
向
す
る
の
か
。

Ａ

己
が
集
む
る
と
こ
ろ
の
一
切
の
功
徳
。

『
論
註
』
善
巧
摂
化
章
（
一
、
五
一
九
）

凡
そ
「
回
向
」
の
名
義
を
釈
せ
ば
、
謂
く
、
己
が
集
む
る
と
こ
ろ
の
一
切
の
功
徳
を

以
て
一
切
衆
生
に
施
与
し
て
、
共
に
仏
道
に
向
か
ふ
な
り
。

Ｑ

己
が
集
む
る
と
こ
ろ
の
一
切
の
功
徳
と
は
何
か
。

Ａ

往
相
で
は
五
念
門
中
の
前
四
念
門
の
行
徳
。
還
相
で
は
五
功
徳
門
中
の
前
四
功
徳
門
の
行
徳
。

願
生
行
者

往
生
し
た
行
者

此
土

彼
土

礼
拝

近
門

第
十
一
願

自
利

讃
嘆

名
号
破
満

実
相
身

一
心

第
十
八
願

大
会
衆
門

彼
土
正
定
聚

為
物
身

十
念
往
生

作
願

→

→

→

宅
門

第
二
十
二
願

観
察

観
彼
世
界
相

屋
門

超
出
常
倫

観
仏
本
願
力

利
他

回
向

園
林
遊
戯
地
門

（
往
相
回
向
）

（
還
相
回
向
）

仏
願
力
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
因
が
と
と
の
う
か
ら
、

速
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
す
る
（
三
願
的
証
）

超
出
常
倫

菩
提
を
得
る
常
倫
の
ス
ピ
ー
ド
を
超
出
し
て
い
る
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③
の
２

回
向
（
宗
祖
義

能
回
向
の
主
体
、
所
回
向
の
法
）

Ｑ

往
還
二
回
向
を
も
の
が
ら
と
す
る
も
の
は
何
か
。

Ａ

①
浄
土
真
宗

『
教
文
類
』（

１
３
５
）

浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。

②
本
願
力
回
向

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』（
４
７
８
）

し
か
る
に
本
願
力
の
回
向
に
二
種
の
相
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。

③
南
無
阿
弥
陀
仏

『
正
像
末
和
讃
』
五
一
首
（
６
０
９
）

南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向
の

恩
徳
広
大
不
思
議
に
て

往
相
回
向
の
利
益
に
は

還
相
回
向
に
回
入
せ
り

Ｑ

浄
土
真
宗
、
本
願
力
回
向
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、
三
つ
の
違
い
は
何
か
。

Ａ

本
質
的
に
一
つ
の
も
の
が
ら
を
明
か
し
て
い
る
。

浄
土
真
宗

教
法
の
特
質
を
宗
名
と
し
て
顕
し
た

本
願
力
回
向

教
法
の
特
質
を
一
言
で
顕
し
た

南
無
阿
弥
陀
仏

本
願
力
回
向
の
具
体
的
顕
現
相

（
「
真
宗
要
論
」
梯
實
圓
和
上

46

頁
行
信
教
校
刊
）

Ｑ

本
願
力
回
向
の
よ
う
す
如
何
。

Ａ

往
相
の
回
向

本
願
力
に
よ
っ
て
教
・
行
・
信
・
証
が
回
向
さ
れ
る
。

還
相
の
回
向

証
果
の
悲
用
と
し
て
、
従
果
還
因
し
普
賢
の
徳
を
行
ず
る
。

Ｑ

回
向
す
る
の
は
だ
れ
か
。

Ａ

阿
弥
陀
仏
。

Ｑ

往
相
還
相
す
る
の
は
だ
れ
か
。

Ａ

衆
生
。
往
相
還
相
せ
し
め
る
の
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
。

Ｑ

文
証
如
何
。

Ａ

『
信
文
類
』
欲
生
釈
の
『
論
註
』
引
文
（
二
、
八
八
）
に
約
仏
の
訓
点
を
施
し
て
あ
る
。

〈
い
か
ん
が
回
向
し
た
ま
へ
る
。
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
捨
て
ず
し
て
、
心
に
つ
ね
に
作
願
す
ら

く
、
回
向
を
首
と
し
て
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
へ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
（
浄
土
論
）
と

の
た
ま
へ
り
。
回
向
に
二
種
の
相
あ
り
。

一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
と
は
、
お
の
れ
が
功
徳
を
も
つ
て
一
切
衆
生
に

回
施
し
た
ま
ひ
て
、
作
願
し
て
と
も
に
か
の
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
し
め
た
ま
ふ

な
り
。
還
相
と
は
、
か
の
土
に
生
じ
を
は
り
て
、
奢
摩
他
毘
婆
舎
那
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を

得
て
、
生
死
の
稠
林
に
回
入
し
て
、
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
と
も
に
仏
道
に
向
ら
し
め
た
ま

ふ
な
り
。

還
相
と
は
、
か
の
土
に
生
じ
を
は
り
て
、
奢
摩
他
毘
婆
舎
那
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を
得
て
、

生
死
の
稠
林
に
回
入
し
て
、
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
と
も
に
仏
道
に
向
へ
し
め
た
ま
ふ
な
り
。

む
か

（
本
願
寺
本
・
髙
田
本
「
向
ら
し
め
た
ま
ふ
な
り
」）

か
え

も
し
は
往
、
も
し
は
還
、
み
な
衆
生
を
抜
い
て
生
死
海
を
渡
せ
ん
が
た
め
に
し
た
ま
へ
り
。
こ

の
ゆ
ゑ
に
〈
回
向
為
首
得
成
就
大
悲
心
故
〉
と
の
た
ま
へ
り
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（
岡
本
法
治
師
「
往
還
分
斉
」
会
読
資
料15

頁
）
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二
、
還
相
の
本
義

□Ｑ

宗
祖
の
還
相
の
釈
相
如
何
。

Ａ

還
相
が
『
証
文
類
』
に
明
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
往
生
即
成
仏
（
滅
度
）
す
る
と
そ
の
証
果
の
悲
用
と

し
て
直
ち
に
従
果
還
因
し
て
、
因
人
の
相
を
顕
現
し
衆
生
を
教
導
す
る
。

Ｑ

証
果
に
還
相
の
悲
用
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
た
の
は
何
に
よ
る
の
か
。

Ａ

第
二
十
二
願
文
に
よ
る

Ｑ

還
相
は
従
果
還
因
に
限
る
か
。

Ａ

従
果
還
因
の
相
に
他
方
摂
化
が
あ
り
、
還
来
穢
国
す
る
。

『
証
文
類
』（
二
、
一
三
七
）

則
是
出
於
必
至
補
処
之
願
。
亦
名
一
生
補
処
之
願
。
亦
可
名
還
相
回
向
之
願
。

『
略
典
』
（
二
、
二
六
五
）

即
是
出
於
必
至
補
処
之
願
。
亦
名
一
生
補
処
之
願
。
亦
可
名
還
相
回
向
之
願
。

事

文
当
面

論
註

宗
祖

願

（
一
、
二
六
）

（
一
、
五
二
八
）

（
二
、
一
三
九
）

本
国
位
相
一
生
補
処

超
出
常
倫

必
至
補
処
還
相
回
向

本
国
位
相
と
他
方
摂

化
全
体
が
還
相

設
我
得
仏

他
方
仏
土

諸
菩
薩
衆

来
生
我
国

究
竟
必
至

本
国
位
相

本
国
位
相

一
生
補
処

除
其
本
願

自
在
所
化

除

他
方
摂
化

除

除

他
方
摂
化

為
衆
生
故

被
弘
誓
鎧

積
累
徳
本

度
脱
一
切

遊
諸
仏
国

修
菩
薩
行

供
養
十
方

諸
仏
如
来

開
化
恒
沙

無
量
衆
生

無
上
正
真
之
道
に
立

無
上
正
真
之
道
に
立

無
上
正
真
之
道
を
立

使
立
無
上

正
真
之
道

せ
し
め
、

せ
し
め
む
を
ば
除
く

せ
し
め
む
を
ば
除
く

超
出
常
倫

諸
地
之
行

常
倫
諸
地
の
行
を
超

常
倫
諸
地
の
行
を
超

常
倫
に
超
出
し
、
諸

現
前
修
習

普
賢
之
徳

出
し
、
現
前
に
普
賢

出
し
、
現
前
に
普
賢

地
の
行
現
前
し
、
普

の
徳
を
修
習
す
る
を

の
徳
を
修
習
せ
む

賢
の
徳
を
修
習
せ
む

除
く

若
不
爾
者

不
取
正
覚
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三
、
往
還
の
境
目

□

教

大
無
量
寿
経

第
十
七
願

諸
仏
称
名
願

能
詮
の
言
教

往
相

行

称
無
碍
光
如
来
名

因

正
業
（
所
信
）

信

信
心

第
十
八
願

至
心
信
楽
願

正
因
（
能
信
）

証

無
上
涅
槃
之
極
果

第
十
一
願

必
至
滅
度
願

果

利
他
円
満
之
妙
位

第
二
二
願

還
相
回
向
願

果
の
悲
用
（
利
他
教
化
地
の
益
）
還
相

真
仏
土

不
可
思
議
光
如
来

第
十
二
願

光
明
無
量
願

衆
生
趣
入
の
土

無
量
光
明
土

第
十
三
願

寿
命
無
量
願

如
来
摂
化
の
源

化
身
土

方
便

浄
土

第
十
九
願

至
心
発
願
願

第
二
十
願

至
心
廻
向
願

聖
道

邪
偽

外
教

『
証
文
類
』
（
二
、
一
三
七
）

【
一
三
】
そ
れ
真
宗
の
教
行
信
証
を
案
ず
れ
ば
、
如
来
の
大
悲
回
向
の
利
益
な
り
。
ゆ
ゑ
に
、

も
し
は
因
、
も
し
は
果
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
へ
る
と

こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
因
、
浄
な
る
が
ゆ
ゑ
に
果
ま
た
浄
な
り
。
知
る
べ
し

と
な
り
。

【
一
四
】
二
つ
に
還
相
の
回
向
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。
す
な
は

ち
こ
れ
必
至
補
処
の
願
（
第
二
十
二
願
）

よ
り
出
で
た
り
。
ま
た
一
生
補
処
の
願
と
名
づ
く
。
ま
た

還
相
回
向
の
願
と
名
づ
く
べ
き
な
り
。『
註
論
』（
論
註
）

に
顕
れ
た
り
。
ゆ
ゑ
に
願
文
を
出
さ
ず
。

『
論
の
註
』
を
披
く
べ
し
。

四
、
現
生
往
生
と
信
後
還
相
の
異
義
（
未
稿
メ
モ
）

□Ｑ

『
唯
信
鈔
文
意
』
「
信
心
を
う
れ
ば
す
な
は
ち
往
生
す
」
の
文
に
あ
る
「
往
生
す
」
と
は
如
何
な
る

状
態
を
い
う
の
か
。

Ａ

次
下
の
文
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
不
退
転
に
住
す
る
、
正
定
聚
の
位
に
定
ま
る
こ
と
を
い
う
。

Ｑ

現
生
に
「
不
退
転
に
住
す
る
」
、
「
正
定
聚
の
位
に
定
ま
る
」
こ
と
を
「
往
生
す
」
と
い
っ
て
い
い

ん
で
す
ね
。

Ａ

よ
く
な
い
。
あ
く
ま
で
往
生
と
い
う
状
態
は
臨
終
の
一
念
に
開
か
れ
る
証
果
を
意
味
す
る
。

今
は
、
成
就
文
「
即
」
の
言
を
中
心
に
信
益
同
時
を
所
顕
と
す
る
。
故
に
「
即
得
往
生
住
不
退
転
」
全
体

を
「
す
な
は
ち
往
生
す
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
内
容
は
「
不
退
転
に
住
す
る
」
、
「
正
定
聚
の
位
に
定
ま

る
」
で
あ
る
。

Ｑ

『
論
註
』
で
は
往
生
の
こ
と
を
「
無
生
の
生
」
と
し
て
い
る
。
ど
う
い
う
意
味
か
。
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Ａ

浄
土
往
生
の
生
ま
れ
方
は
、
凡
夫
の
分
別
思
議
で
捉
え
て
い
る
実
体
の
あ
る
よ
う
な
生
死
で
は
な
い
。

善
知
識
帰
命
を
主
張
し
た
書

（
ら
し
い
。
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
）

『
還
相
回
向
聞
書
』

（1300

正
安
）2

写
。
了
海
著

附:

渋
谷
講
師
佐
々
木
篤
祐
氏
の
解
題(

昭
和
三
十
六
年
記)

末
に
「
正
安
二
年
五
月
廿
九
日

釈
了
海<

卒
二
歳>

書
之/

釈
空
心
相
伝
之
」

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

『
他
力
信
心
聞
書
』

大
谷
派
の
教
学
に
メ
ス
を
入
れ
た

『
真
宗
の
往
生
論
』
小
谷
信
千
代
氏

法
蔵
館

『
親
鸞
の
還
相
回
向
論
』
小
谷
信
千
代
氏

法
蔵
館

『
誤
解
さ
れ
た
親
鸞
の
往
生
論
』
小
谷
信
千
代
氏

法
蔵
館

星
野
元
豊
氏

『
親
鸞
と
浄
土
』
「
獲
信
の
そ
の
時
、
脚
下
の
そ
こ
に
浄
土
は
す
で
に
き
て
い
る
」

曽
我
量
深
氏

「
南
無
阿
弥
陀
仏
を
信
ず
る
時
に
未
来
の
往
生
は
す
で
に
現
在
し
て
い
る
。
浄
土
は
す
で

に
始
ま
っ
て
お
る
。

小
谷
氏
へ
の
拒
絶
反
応

『
近
代
真
宗
教
学

往
生
論
の
真
髄
』
鍵
主
良
敬
氏

方
丈
堂
出
版

※
間
違
い
や
お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
〒
五
九
九
―
八
一
二
五

大
阪
府
堺
市
東
区

西
野
５
２
１
旭
照
寺

山
上
正
尊

senjakuhongan@
gm

ail.com
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